
1 

 

 
放射性セシウムの溶出量が少ない下水汚泥焼却灰について 

 

 流動床炉の下水汚泥焼却灰（ばいじん）については、第 10 回災害廃棄物安全評価検討会（12 

月）で提出された溶出試験のデータ（別紙１）において、溶出量が不検出である事例が報告されて

いる。さらに、国土交通省から追加的に提供されたデータ（別紙２）においても、流動床炉等の下

水汚泥焼却灰の放射性セシウムの溶出量が不検出である事例が報告されている。 

 

※ ばいじんは集じん装置で集められる灰であり、ストーカ式焼却炉では主灰（燃え殻）と飛灰（ば

いじん）が別に排出されるが、流動床式焼却炉では、基本的には主灰がなく、ほとんどが集じん

施設で集められる飛灰（ばいじん）である。 
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